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 表紙説明

　今夏の干ばつは奄美群島に深刻な影響を与えている。特に、飲料水にも事

欠く与論島のサトウキビは立ち枯れ現象に悩まされ、大不作が懸念されてい

るという。

　喜界島も少なからず影響があるが、地下ダムからの一日３万トンもの“恵

みの雨”があり、ほとんどのホ場で深刻な状況は避けられている。

　とはいえ、このまま少雨が続けば貯水量は減る一方であり、ビニールハウ

スの園芸作物の分などがなくなってしまう。また、管理する土地改良区職員

は、フル稼働により早朝から深夜まで対応に追われたという。

　梅雨の少雨はもちろん“台風のない夏”は、単純には喜んでばかりもいら

れないようだ。

ウ
グ
イ
ス
を
知
る
楽
し
み

巡
視
船
「
は
や
と
」
体
験
航
海
、
公
開
訓
練

シ
マ
の
話
題
そ
の
１
（
中
間
隆
俊
さ
ん
祝
百
寿　

他
）

連
載　

フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
リ
カ
通
信

シ
マ
の
話
題
そ
の
２
（
城
久
遺
跡
で
中
国
古
銭
発
見　

他
）

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

島
に
咲
く
花

ス
プ
リ
ン
ク
ー
ラ
ー
で

　

干
ば
つ
も
へ
っ
ち
ゃ
ら



映像も交えて丁寧に説明する濱尾さん

わたし達のかわいい仲間
ダイトウウグイス

�

シマのかわいい仲間、ダイトウウグイスについてみんなで学ぼう！

行
動
生
態
学
の
視
点
か
ら

　

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
を
解
説

国
立
科
学
博
物
館
の
濱
尾
章
二
さ
ん
が
講
演

　

喜
界
島
の
か
わ
い
い
仲
間
、
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
に
つ
い
て
国

立
科
学
博
物
館
の
濱
尾
章
二
さ
ん
（
理
学
博
士
）
が
９
月
８
日
、

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
「
ウ
グ
イ
ス
を
知
る
楽
し
み
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
濱
尾
さ
ん
は
、
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
の
生

態
な
ど
に
つ
い
て
６
項
目
に
分
け
て
丁
寧
に
解
説
し
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
多
く
の
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
フ
ァ
ン
も
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス

は
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て

い
た
ウ
グ
イ
ス
の
亜
種

で
、
現
在
も
環
境
省
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
は

絶
滅
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

他
に
、
沖
永
良
部
島
、

与
論
島
、
沖
縄
本
島
で

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
最
初
に

発
見
さ
れ
た
南
大
東
島
で
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

講
師
の
濱
尾
さ
ん
は
昨
年
５

月
、
喜
界
島
で
卵
と
ヒ
ナ
を

確
認
し
、
全
国
紙
の
一
面
を
飾

る
な
ど
喜
界
島
の
名
を
全
国
に

P
R
し
た
立
役
者
。
そ
の
後

も
来
島
し
『
広
報
き
か
い
』
で

も
そ
の
度
に
紹
介
し
て
い
る
。

【
講
演
の
内
容
は
次
の
と
お
り
】

『
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
の
す
べ
て
』

「
な
ぜ
絶
滅
し
た
と
い
わ
れ
た
の
か
」

▼
約
80
年
前
に
南
大
東
島
で
確
認
さ
れ

て
以
来
、
再
度
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
絶
滅
と
さ
れ
た
。

当
時
は
あ
ま
り
ウ
グ
イ
ス
の
研
究
者
は

お
ら
ず
、
そ
の
研
究
者
も
貴
族
や
華
族

な
ど
の
特
権
階
級
で
現
場
に
あ
ま
り
足

を
運
ば
な
か
っ
た
。

「
他
の
ウ
グ
イ
ス
と
の
違
い
」

▼
羽
毛
の
色
が
違
う
が
、
決
定
的
に

違
う
の
は
翼
の
形
状
。
本
土
な
ど
か

ら
の
越
冬
ウ
グ
イ
ス
と
比
べ
て
島
に
土

着
し
て
い
る
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
は
翼

の
先
が
丸
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鳴
き

声
が
単
調
で
回
数
も
少
な
い
。理
由
は
、

翼
の
先
が
丸
い
と
長
距
離
や
高
速
で

の
飛
行
は
適
さ
な
い
が
、
天
敵
に
襲
わ

れ
た
際
の
瞬
発
的
な
飛
翔
に
は
適
す

る
。
鳴
き
声
が
単
調
な
の
は
、
土
着
し

て
お
り
一
定
の
縄
張
り
が
固
定
し
て
い

る
の
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
が
少
な

い
。

「
喜
界
島
の
ウ
グ
イ
ス
は
ダ
イ
ト
ウ

ウ
グ
イ
ス
？
」

▼
前
述
の
越
冬
ウ
グ
イ
ス
は
冬
場
に

喜
界
島
へ
渡
っ
て
く
る
の
で
、
春
か
ら

秋
に
い
る
ウ
グ
イ
ス
は
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ

イ
ス
と
い
え
る
。
繁
殖
時
期
は
４
月
か

ら
８
月
な
の
で
、
卵
や
ヒ
ナ
も
全
て
ダ

イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
で
あ
る
。

『
行
動
生
態
学
の
視
点
で
ウ
グ
イ
ス

を
見
る
』

「
な
ぜ
ウ
グ
イ
ス
は
一
夫
多
妻
な
の

か
？
」

▼
鳥
類
の
９
割
は
”お
し
ど
り
夫
婦
“で

あ
る
が
、
ウ
グ
イ
ス
の
オ
ス
は
縄
張
り

内
で
複
数
の
メ
ス
と
交
尾
す
る
。
し

か
し
営
巣
し
て
も
多
く
の
巣
は
襲
わ

れ
る
。
卵
や
ヒ
ナ
を
捕
食
さ
れ
た
メ

ス
は
す
ぐ
に
別
の
巣
を
作
り
産
卵
す

る
た
め
、
複
数
の
オ
ス
の
縄
張
り
を

自
由
に
行
き
来
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト

セ
イ
な
ど
の
ハ
ー
レ
ム
と
は
違
い
一
妻

多
夫
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
オ
ス
は

全
く
子
育
て
に
参
加
し
な
い
。

「
喜
界
島
で
ウ
グ
イ
ス
を
襲
う
者
」

▼
人
工
の
巣
に
ウ
ズ
ラ
の
卵
を
入
れ
、

種
類
の
違
う
３
種
類
の
鳥
が
営
巣
す

る
箇
所
、ヤ
ブ
（
ウ
グ
イ
ス
）、森
（
メ

ジ
ロ
）、
草
地
（
セ
ッ
カ
、
島
で
は
ヒ

バ
リ
と
呼
ば
れ
る
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

30
個
づ
つ
２
週
間
設
置
し
た
と
こ
ろ
、

森
、
ヤ
ブ
、
草
地
の
順
で
何
者
か
に

捕
食
さ
れ
て
い
た
。
特
に
メ
ジ
ロ
が

巣
作
り
す
る
樹
上
で
は
６
割
弱
が
捕

食
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、

人
工
巣
の
そ
ば
に
セ
ン
サ
ー
付
き
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
捕
食
者
の
映
像
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
イ
タ
チ
や
カ
ラ

ス
の
姿
が
確
認
さ
れ
、
特
に
ネ
ズ
ミ

類
が
目
立
っ
た
。
本
土
と
は
違
い
、
ヘ

ビ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
ウ
グ
イ
ス
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
攻
防
」

▼
捕
食
者
と
並
び
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
も

ウ
グ
イ
ス
の
天
敵
で
あ
る
。
ウ
グ
イ

ス
の
産
卵
直
後
に
托
卵
し
、
先
に
孵

化
し
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
ヒ
ナ
は
ウ
グ

イ
ス
の
卵
を
外
に
落
と
し
て
し
ま
う
。

ウ
グ
イ
ス
は
そ
の
ヒ
ナ
を
育
て
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
卵
は
ウ
グ
イ
ス
の
そ

れ
に
擬
態
し
て
お
り
、
擬
態
で
き
な

か
っ
た
種
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
捕
食
さ
れ
た
と
き
と
違
い
、
再

営
巣
で
き
な
い
の
で
ウ
グ
イ
ス
に
と
っ

て
よ
り
深
刻
。
ウ
グ
イ
ス
の
対
抗
策

は
、
巣
の
周
囲
を
警
戒
し
、
巣
に
近

づ
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
攻
撃
す
る
。
全

く
抱
卵
や
給
餌
を
し
な
い
オ
ス
も
攻

撃
に
参
加
す
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
渡

来
は
繁
殖
期
よ
り
数
ヶ
月
遅
れ
る
が
、

渡
来
後
は
さ
ら
に
警
戒
態
勢
が
強
化

さ
れ
る
。

　

濱
尾
さ
ん
は
「
な
ぜ
、
動
物
の
生

態
や
行
動
が
今
日
あ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
と
い
う
行
動
生
態
学

の
視
点
で
ウ
グ
イ
ス
を
見
れ
ば
、
さ

ら
に
楽
し
く
、
親
し
み
を
持
つ
こ
と

が
出
来
る
」
と
話
し
、「
貴
重
な
生

物
相
が
存
在
す
る
喜
界
島
や
南
西
諸

島
は
研
究
者
に
と
っ
て
も
そ
こ
で
暮

ら
す
人
々
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
」

と
話
し
た
。

　

会
場
で
は
島
内
外
の
多
数
の
ダ
イ

ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
フ
ァ
ン
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
た
。  
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ヘリと連携しての救助訓練

訓練後は『ゴリマッチョ・ダンス』でフィナーレ

未来の海上保安官だよ！

“無事に帰港”お疲れさまでした

サーブ 340「うみつばめ」
島民の翼と同型機

ベル212「かみたか」
巡視船に搭載して運用

巡視艇「いそなみ」（125t、むらくも型17
番船、PC -217）湾港内で取舵一杯

巡視船「かいもん」（220t、つるぎ型4番船、
PS -204）ヘリを従えて全速前進

体験航海の舞台となった巡視船「はやと」
（3237t、つがる型3番船、PLH - 0 4）

はやと

海上からシマッチュの生命･財産を守ります!!
巡視船「はやと」で体験航海と小野津沖で公開訓練

　

奄
美
海
上
保
安
部
は
J
C
G

キ
ャ
ラ
バ
ン
「
奄
美
の
海

２
０
０
９
」
の
一
環
と
し
て
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
搭
載
型
巡
視
船「
は
や
と
」

（
３
２
３
７
ｔ
、
鹿
児
島
海
上
保
安

部
所
属
）の
体
験
航
海
を
８
月
22
日
、

湾
港
を
発
着
地
と
し
て
行
っ
た
。

　

奄
美
海
上
保
安
部
が
所
管
す
る
海

域
は
多
く
の
離
島
を
か
か
え
て
お

り
、
釣
り
客
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
客
が
多

く
、
比
較
的
海
難
事
故
が
多
い
。
ま

た
、平
成
13
年
に
巡
視
船
「
あ
ま
み
」

（
当
時
）
が
、
北
朝
鮮
籍
の
工
作
船

と
止
む
を
得
ず
交
戦
し
、
被
害
を
受

け
る
な
ど
「
海
の
安
全
」
を
守
る
う

え
で
、
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。
最

近
で
は
、
今
年
７
月
に
あ
っ
た
皆
既

日
食
で
も
、
定
期
船
以
外
で
の
来
島

者
や
船
上
で
の
観
測
者
な
ど
の
安
全

確
保
に
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

公
開
訓
練
で
は
、
こ
れ
ら
の
業
務

を
幅
広
く
住
民
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

奄
美
管
内
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
約
４
５
０
人

の
見
学
者
を
乗
せ
た
巡
視

船
「
は
や
と
」
が
湾
港
か

ら
出
発
し
、
小
野
津
沖
で

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
助
訓
練
や
不
審
船
だ
捕

訓
練
な
ど
を
間
近
で
体
験

し
た
。
本
番
さ
な
が
ら
の

迫
力
あ
る
訓
練
を
、
見
学

者
ら
は
興
味
深
く
見
守
っ

て
い
た
。

  

家
族
で
参
加
し
た
西
島

礼
朗
君
（
湾
小
４
年
）
は

「
訓
練
を
み
て
、
海
を
守

る
大
切
な
仕
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
」
と
話
し
た
。

うみつばめ

か
み
た
か

いそなみ

か
い
も
ん

今回の公開訓練に参加した装備

奄美海上保安部 JCG キャラバン「奄美の海２００９」



行政関係者や家族に囲まれて記念撮影

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
！

FMラジオで心境を話した牧岡さん（前列右）、
隣はラジオパーソナリティーも務める高橋さん

話
題

シ
マ
の

孫
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

�

　

敬
老
の
日
に
先
だ
っ
て

９
月
16
日
、
加
藤
啓
雄
町

長
は
今
年
４
月
に
満
百
歳

を
迎
え
た
中
間
隆
利
さ
ん

（
数
え
百
一
歳
、
手
久
津

久
）
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

百
歳
と
な
っ
て
も
中
間

さ
ん
は
元
気
一
杯
。
加
藤

町
長
か
ら
の
記
念
品
贈
呈

に
も
大
き
な
声
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
応
え
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、
生
来

の
明
る
い
性
格
と
趣
味
の

音
楽
。口
癖
の
よ
う
に「
笑

い
て
暮
ら
せ
よ
ア
ッ
ハ
ッ

ハ
」
と
歌
の
セ
リ
フ
を
吟

じ
、
若
い
頃
か
ら
三
味
線

や
バ
イ
オ
リ
ン
を
た
し
な

み
、
今
も
六
調
を
つ
ま
弾

く
と
い
う
。
ま
た
、
親
し

み
を
込
め
て
中
間
さ
ん
を

『
チ
ャ
ン
』
と
呼
ぶ
子
や

孫
ら
は
「
い
や
し
の
存
在

で
す
」
と
口
を
揃
え
る
。

  

島
内
外
の
孫
14
人
、
ひ
孫
21
人

に
恵
ま
れ
た
中
間
さ
ん
の
次
な
る

目
標
は
、
数
え
百
三
歳
で
天
寿
を

全
う
し
た
父
、
富
豊
さ
ん
を
超
え

る
こ
と
と
い
う
。

　

な
お
、
本
町
の
百
歳
以
上
の
世

代
は
、
９
月
１
日
現
在
で
男
性
１

人
、
女
性
11
人
。
最
高
齢
者
は
、

田
島
ナ
ビ
さ
ん
（
荒
木
出
身
、
明

治
33
年
生
）
で
満
１
０
９
歳
。

大福電設が今年も車イス寄付

「
チ
ャ
ン
じ
い
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
!!
」

中
間
隆
利
さ
ん 

数
え
百
一
歳
ユ
ー
エ
ー

  毎年恒例の大福電設による車イスの寄贈が
９月 17 日、敬老の日にちなみ老人ホーム喜
界園であった。
　車イスの贈呈式と併せ、ひまわり保育園園
児らがお遊戯を披露した。式の後は、同社
が用意したカーネーションが園児らの手で入
園者へ一人ひとり手渡された。また、同社か
らは “ チンメー ” として、園児らにお菓子の
詰め合わせがプレゼントされた。

喜界島の歌姫、牧岡奈美さん
メジャーへの階段を一段上る

　

奄
美
の
音
楽
シ
ー
ン
で
最
近
、

話
題
の
人
と
い
え
ば
牧
岡
奈
美

さ
ん
（
赤
連
出
身
）だ
。

　

こ
の
ほ
ど
、審
査
員
の
辛
口
コ

メ
ン
ト
で
知
ら
れ
る
カ
ラ
オ
ケ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
『
歌
ス

タ
!!
』（
K
Y
T
）で
、夏
川
り
み
の

「
童
神
〜
ヤ
マ
ト
グ
チ
〜
」を
歌

い
、審
査
員
の
有
名
作
曲
家
が
曲

を
書
く
こ
と
を
約
束
す
る
「
よ
ろ

し
く
札
」を
獲
得
。マ
ネ
で
き
な
い

驚
異
の
コ
ブ
シ
と
歌
声
は
、激
辛

の
審
査
員
全
員
に
絶
賛
さ
れ
た
。

　

再
度
、同
番
組
で
レ
コ
ー
ド
会

社
向
け
に
最
終
審
査
を
し
、再
び

「
よ
ろ
し
く
札
」が
上
が
れ
ば
、い

よ
い
よ
夢
の
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

と
な
る
の
だ
。

　

同
番
組
か
ら
は
昨
年
、N
H
K

の
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
し
た
歌

手
も
誕
生
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
牧
岡
さ
ん
が
、奄
美
を

取
り
上
げ
る
東
京
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス
ト
出
演

し
、近
況
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

ラ
ジ
オ
で
『
歌
ス
タ
!!
』収
録

で
は
「
あ
れ
ほ
ど
緊
張
し
た
の
は

初
め
て
」と
打
ち
明
け
、そ
の
た
め

に
番
組
の
こ
と
を
誰
に
も
話
せ
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。そ
れ
で
も
放

送
後
は
、た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ー

ル
が
届
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、大
好
き
な
シ
マ
を
前
面

に
押
し
だ
し
て
「
喜
界
島
の
牧
岡

奈
美
」で
活
動
し
た
い
と
も
語
っ

て
く
れ
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
前
に
テ
レ
ビ
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
。

デ
ビ
ュ
ー
の
先
に
は
、や
は
り
年

末
の
紅
白
出
場
が
期
待
さ
れ
る
。

　

昨
年
春
に
東
京
に
拠
点
を
移

し
、音
楽
活
動
を
一
人
き
り
で
続

け
て
き
た
。そ
の
努
力
が
早
く
も

報
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
報
告
：高
橋
伸
弥
）

そ
の
１
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★

喜界島 小野津

上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市
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「サンフランシスコの夜と昼と裏と表」
（前編：たった一言の触れ合い）

　アメリカ人が一番行きたいアメリカの街はどこ
か？ある新聞で統計を見たことがある。そこに
は“異国情緒豊かな街”サンフランシスコと書いて
あった。隣と壁が引っ付いた積み木のような小さな
家が、坂道に沿って丘の上にずらりと並ぶ色とりど
りの家並み。摩天楼の高いビルの裾をぐるぐる巻き
にして並んで、ケーブルカーに乗るのを待っている
人間たち。芋の子を洗うようなマーケットストリー
トの沢山の人間たち。東洋人、ヨーロッパ人、アメ
リカ人、顔形の違う世界中の人達が何かを求めてさ
まよい歩いている街、サンフランシスコ。

　1ドル�0セントを払って古いチンチン電車に乗っ
た。乗客に白人は少ない。どの人の顔も、肌の色も
違う。電車は人種の混ぜご飯の釜みたいや。私の住
んでいるブラッドレーは白人だけの白いご飯の茶碗
みたい。まったく雰囲気が違う。こんな混ぜご飯の
中にいると、人種差別という言葉が要らなくなる。
劣等感も消えてくる。でも混ぜご飯の中では言葉が
通じんから、困るような気もした。サンフランシス
コは変な街だ。おもろい街である。

　チンチン電車はビルの合間を縫ってすぐに海の見
えるフィッシャーマンワーフに着いた。見物客が増
えている。海岸通に沿ってびっしり並んだみやげ物
店を、世界中からの見物客が物色しながら、ぞろぞ
ろ、びっしり歩いている。世の中景気がいいのだろ
う。同じカニを売る店、同じカニの料理を食べさせ
る店が同じ通りに沢山並んでいるが、10年前と違
う。店のオーナーが東洋系、アラブ系の人が増えて
いるように思われる。アメリカの白人オーナー達は
どこへ行ったのだろう。

　増えたのは見物客だけではない。それを目当てに
大道芸人が増えている。唄って、踊って、似顔絵を
描いて、自分の芸で道行く人からお金をもらう。と

ころがその中で、お金をもらうだけじゃな
く、たまにアメ玉か何かをお客さんに渡して
いる芸人を見つけた。「これはおもろい」と
私は近くのベンチに腰を下ろして観察するこ
とにした。顔中、目も、耳も、鼻も、口も、
首筋も、頭にかぶった鳥打帽も、着ている作
業服みたいな雨合羽も、すべて、銀色がかっ
たねずみ色に塗りたくっている。でも全体の
輪郭から黒人とわかる。黒人はねずみ色にな
っても黒人とわかる。独特の顔の輪郭だから
なのだろう。両膝を少し曲げて、顔を少し斜
めにして、口を尖らせて、少し口を開けて、
右手の先に飲み物の紙カップを持って、�0セ
ンチほどの高さの台の上にじっと静止してい
る。銅像と思い込んで、ただ通り過ぎる人も

多い。そんな時、彼は手に持った、紙コップを少し
だけ動かす。それに気づいた人ははっとした表情に
なる。“銅像”が「金を入れてくれ」とコップに言
わせているのである。

　見るだけで1ドル払う人もいれば、彼と一緒に写真
を撮って1ドル払う人もいる。どうも1ドルが相場の
ようである。貧乏人のフリムン徳さんはベンチに座
り込んでじっくりと観察をさせてもらったから、気
前よく1ドル奮発した。日本語のサンフランシスコ観
光案内の本に「1ドルあげましょうね」と書いてあっ
たからでもある。でも、チップ社会のアメリカに長
年住んでいることの影響が大きい。映画や芝居を見
に行っても金を払う。だから大道芸人の芸を見て金
を払うのは、当たり前と思うようになった。

　銅像の芸を見て立ち止まる人は多いが、お金をあ
げていく人は非常に少ない。銅像はどのように生活
しているか気になる。1時間ほどして彼は“店仕舞
い”をして帰りかける。私は動き始めた銅像に歩み
寄り「もう帰るのか」と聞いた。「今日は潮の流れ
が悪い」。銅像はぽつりと言う。魚釣りのようであ
る。彼は「銭釣り」をしていたのだ。私が今日昼間
に声をかけたのは“銅像”たった一人だった。たっ
た一人とのたった一言の触れ合いだった。旅先で触
れ合いのチャンスを作るのは難しい。

　日が暮れた。サンフランシスコ見物をあきらめ、
帰ることにした。グレイハウンドバスターミナルへ
行った。そこで私は朝の6時半まで1�時間ほど足止め
を食らう羽目になった。ただ、その1�時間はホーム
レスとの“貴重な”触れ合いの時間となった。見た
こともない、聞いたこともない、開いた口が塞がら
んばかりのサンフランシスコのホームレスの生き様
との、触れ合いを経験した。

後編『ホームレスの生き様』に続く

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ７

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★



今回出土した北宋銭

県
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

濱尾先生の説明に興味津々の児童ら

きらびやかな演目『四つ竹』（中央は時本さん）

『
む
ん
じ
ゅ
る
』
を
踊
る
時
本
さ
ん

農
村
の
恋
す
る
乙
女
を
表
現

6

話 題
そ
の
２シ マ の
　

重
要
な
大
発
見
が
つ
づ
く

城
久
遺
跡
群
で
今
年
６
月
19

日
に
出
土
し
た
古
銭
に
つ
い

て
、
町
教
育
委
員
会
は
９
月

16
日
、
中
央
公
民
館
で
調
査

分
析
結
果
を
発
表
し
た
。

　

今
回
の
古
銭
は
、
中
国
の

北
宋
時
代
（
10
世
紀
中
頃
〜

12
世
紀
前
半
）
に
流
通
し
て

い
た
北
宋
銭
で
、
同
遺
跡
群

の
ひ
と
つ
、
大
ウ
フ
遺
跡
の

ピ
ッ
ト
（
何
ら
か
の
目
的
で

人
為
的
に
掘
ら
れ
た
円
形
の

穴
）
か
ら
６
枚
が
重
な
っ
た

状
態
で
出
土
し
た
。

　

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
調
査
分
析
の
結
果
、
14
世

紀
前
半
に
埋
め
ら
れ
た
と
判

明
し
、
う
ち
２
枚
は
銅
の
含

有
率
や
形
状
か
ら
日
本
国
内

で
模
造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、複
数
の
古
銭
が
重
な
っ

て
出
土
し
た
事
例
は
初
め
て

と
い
う
。

城
久
遺
跡
群
、
大
ウ
フ
遺
跡
か
ら

中
国
北
宋
時
代
の
古
銭
６
枚
出
土

　

町
教
委
の
澄
田
直
敏
埋
蔵
文
化
財

係
長
は
「
最
初
は
、
６
枚
ま
と
ま
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
六
道
銭
（
い
わ

ゆ
る
「
三
途
の
川
の
渡
し
賃
」、
六

文
銭
と
も
い
う
）
と
推
理
し
た
が
、

埋
葬
地
で
は
な
い
の
で
何
を
目
的
と

し
た
か
。
南
西
諸
島
で
は
初
の
事
例

で
あ
る
が
、
今
後
も
類
例
資
料
を
精

査
し
な
が
ら
解
明
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
「
昨
年
、
同
じ
く
大
ウ
フ
遺

跡
の
ピ
ッ
ト
で
牛
の
頭
骨
の
出
土
が

２
例
あ
り
、
ピ
ッ
ト
に
何
か
を
入
れ

る
と
い
う
共
通
の
行
為
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
」
と

付
け
加
え
た
。

「喜界島の二つのウグイス」

濱尾さん、荒木小で特別授業

　役場コミュニティーホールでのダ
イトウウグイスの講演にあわせて（２
ページ参照）国立科学博物館の濱尾
章二さんは９月８日、荒木小学校で特
別授業をした。
　濱尾さんは、喜界島で見ることので
きる２つのウグイスについて、鳴き声
や羽の色、翼の形で違いを説明した。
　また、鳥が空を飛ぶ仕組みを、手
作りの翼を用いて説明した。
　児童からは「北海道からは何羽渡っ
てきますか」「２つのウグイスは結婚
しませんか」など活発な質問もあった。
　最後に、児童を代表して瀧琴奈さ
ん（６年）は「詳しく教えていただき
ありがとうございます。ダイトウウグ
イスはまだみていないので、ぜひみ
たいです」と感謝した。

琉
球
舞
踊
喜
界
島
公
演
「
思
い
ぬ 

か
け
橋
」

豪
華
絢
爛
か
つ
繊
細
優
美
な
舞
い
で
大
観
衆
を
魅
了

　

琉
球
舞
踊
道
場
「
紅
倫
の
会　

照

屋
倫
子
琉
舞
道
場
」
は
９
月
22
日
、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
「
思

い
ぬ 

か
け
橋
」
と
銘
打
ち
昼
夜
２
回

の
公
演
を
し
た
。

　

同
道
場
は
奄
美
群
島
日
本
復
帰
50

周
年
を
記
念
し
て
平
成
15
年
に
も
公

演
し
て
お
り
、
今
回
は
薩
摩
藩
に
よ

る
奄
美･

琉
球
侵
攻
４
０
０
周
年
を

記
念
し
て
の
公
演
。
ま
た
、
荒
木
青

年
団
に
よ
る
棒
踊
り
や
喜
界
島
う
る

ま
エ
イ
サ
ー
な
ど
地
元
４
団
体
も
賛

助
出
演
し
た
。

　

今
回
は
同
道
場
の
照
屋
倫
子
代
表

以
下
、
三
線
や
太
鼓
、
箏
を
含
め
11

人
が
舞
台
に
登
り
、
代
表
的
で
最
も

人
気
の
あ
る
演
目
の
『
四
つ
竹
』
や

「
雑
踊
り
」
の
一
つ
『
む
ん
じ
ゅ
る
』

な
ど
、
12
の
演
目
を
華
や
か
に
披
露

し
、
昼
夜
と
も
大
入
り
満
員
の
観
衆

を
魅
了
し
た
。

　

今
回
の
喜
界
島
公
演
開
催
で
中
心

的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
中
里
で
水

道
工
事
業
を
営
む
時
本
清
志
さ
ん
の

子
、
梁
瀬
か
お
り
さ
ん
と
同
道
場
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
時
本
ひ
と
み
さ
ん

姉
妹
。
大
盛
況
の
内
に
公
演
を
終
え

た
時
本
さ
ん
は
「
前
回
の
島
で
の
公

演
で
琉
舞
に
魅
せ
ら
れ
、
道
場
の
門

を
叩
い
た
。
喜
界
島
は
鹿
児
島
県
だ

が
、
歴
史
的
に
琉
球
文
化
圏
の
一
員
。

今
年
は
薩
摩
の
奄
美
・
琉
球
侵
攻

４
０
０
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
、
ぜ

ひ
島
の
人
た
ち
に
も
う
一
度
琉
舞
を

見
て
ほ
し
い
と
、
今
回
の
公
演
を
企

画
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
琉
舞
を
通
し

て
、
歴
史
的
に
つ
な
が
り
の
深
い
鹿

児
島
と
奄
美
、
沖
縄
の
『
か
け
橋
』

と
し
て
、
文
化
交
流
の
手
助
け
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
た
。
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■法務局からのお知らせ

商業・法人登記事務の取扱庁の変更について
鹿児島地方法務局

　これまで、奄美市・大島郡大和村・大島郡宇検村・大島郡瀬戸内町・大島郡龍郷町・大島郡
喜界町の商業・法人登記事務については、鹿児島地方法務局奄美支局で取り扱ってきましたが、
平成 21 年 10 月 13 日（火）から、鹿児島地方法務局法人登記部門において取り扱うことにな
ります。

　なお、商業・法人登記に係る登記事項証明書、印鑑証明書の 交付事務につきましては、引き
続き奄美支局でも取り扱います（動産・債権譲渡登記に係る概要記録事項証明書の交付事務を
含む。）。

※ 商業・法人登記に係る登記事項要約書の発行事務、印鑑カードの交付事務、印鑑カードの廃
止事務及び印鑑（改印）届・印鑑廃止届は、鹿児島地方法務局法人登記部門で取り扱います
ので御留意願います。

   詳しいことは、下記の法務局にお問い合わせください。

記

●鹿児島地方法務局	 〒 890-8518	鹿児島市鴨池新町１番２号　☎ 099-259-0680

●鹿児島地方法務局奄美支局　〒 894-0026	奄美市名瀬港町２番 16号	 ☎ 0997-52-0376

《庁　舎　案　内　図》

鹿 児 島 地 方 法 務 局

至鹿児島中央駅

至谷山

至鹿児島本港区

至与次郎

至鴨池港

真砂町

国道 ��� 号

●

郡元電停

●

騎射場電停

郡元バス停

●

●

●

市営プール前バス停

●
日赤前バス停

●

●

県庁前バス停

●

●
真砂バス停

●ダイエー

●鴨池市営球場

●市営プール
●市立図書館

市立科学館 ●
市営駐車場

● 県営鴨池球場

●日本赤十字
血液センター

●市水道局

●医師会館
●

鹿児島県庁

法務局



ＫＹＴ（危険予知トレーニング）で班
ごとに話し合いを行う受講生の皆さん

ニュースポーツ体験では，年の差を感じ
させないハッスルプレーが続出。

教科ごとの通過率（県と町の平均の比較 )

�

指
導
者
と
し
て
必
要
な

知
識
・
技
能
を
取
得
！

平
成
21
年
度
生
涯
学
習
リ
ー

ダ
ー
（
初
級
）
研
修
会

　

８
月
29
日
（
土
）
に
中
央
公
民
館

旧
館
ホ
ー
ル
で
、
各
種
団
体
指
導
者

と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
さ
ら
に
地
域
に
お
け
る

各
団
体
活
動
の
充
実
と
活
性
化
を
図

る
目
的
に
標
記
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
・
青
年
団
体
会
員
等
で
初
級
認
定

を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
、
合

わ
せ
て
19
名
の
方
々
に
御
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
指
導
者
と
し
て
必
要

な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
よ
う
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真
剣
な

面
持
ち
で
講
義
や
実
技
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
し
た
。

【
最
後
に
受
講
生
を
代
表
し
て
】

夏
目　

淳
一
（
役
場
）

　

講
師
の
先
生
方
の
お
話
は
大
変

参
考
に
な
り
、
自
分
の
中
で
意
識

改
革
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
か
ら
の
Ｋ
Ｙ
Ｔ
、ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
は
普
段
接
す
る
機
会

の
少
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

と
年
齢
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
日
の
研
修
で
得
た
も
の

を
、今
後
の
団
体
活
動
や
日
常
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

平
成
21
年
4
月
、
全

国
の
小
学
6
年
生
・
中

学
3
年
生
を
対
象
に
、
学

力
の
状
況
と
日
頃
の
学

習
の
状
況
を
調
べ
る
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
教
科
ご
と
の
学

力
の
通
過
率
を
、
全
国
を
百
と
し
た

と
き
の
本
町
と
鹿
児
島
県
の
平
均
正

答
率
と
比
べ
た
も
の
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

通
過
率
の
結
果
は
以
上
の
よ
う
で

す
が
、
平
成
21
年
度
の
各
学
校
の
学

力
向
上
の
取
組
と
本
調
査
結
果
か

ら
、
次
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

学
力
は
、「
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
」

た
め
、「
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
て
い
く
」
た
め
に
、
最

も
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

  

し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
各
家
庭
で

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
と

学
習
時
間
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
成
果
】

○ 　

小
学
校
は
全
て
の
教
科
で
全

国
並
の
高
い
学
力
を
身
に
付
け        

て
い
る
。

○ 　

中
学
校
の
国
語
科
は
全
国
並

の
学
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

【
課
題
】

○ 　

小
学
校
で
は
、
算
数
の
活
用
、

中
学
校
で
は
、
数
学
の
知
識
・

活
用
と
も
に
全
国
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
特
に
、
活
用
を

高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
や
家

庭
学
習
の
質
の
向
上
及
び
十
分

な
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
。

国語
A

国語
B

算数
数学A

算数
数学A

小
６
年

国 100 100 100 100

県 101.4   97.6   99.9   95.6

町   98.6   99.8 100.5   90.9

中
３
年

国 100 100 100 100

県   98.8 100.3   97.4   95.1

町   95.2   96.6   91.1   86.6
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谷村 航くん 竹内 翔太郎くん 清沢 力斗くん 平石 玄くん向井 優美ちゃん 体岡 大地くん

す こ や か n e w s
　

喜
界
町
で
は
10
月
22
日

（
木
）
〜
10
月
27
日
（
火
）
ま

で
、
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
今
年
度
、
ま
だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
健
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
！

　

生
活
習
慣
病
は
「
沈
黙
の
病

気
」
で
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
経
過
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
覚
症

状
が
現
れ
た
と
き
は
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
ほ
ど
進
行
し
て

い
る
こ
と
も
…
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

は
、
健
診
を
受
け
て
、
生
活
習

慣
病
の
芽
を
早
め
に
見
つ
け
、

そ
の
芽
を
早
め
に
摘
み
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
、

ま
ず
は
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

　

詳
し
く
は
、
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
（
☎
65
︲
３
５
２
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
t
o
p
！
メ
タ
ボ
！

G
O
！
特
定
健
診
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
『
尊
厳
を
も
っ
て
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
あ
り
た
い
』
こ
れ
は
誰
も
が

望
む
こ
と
で
す
。
こ
の
願
い
を
は
ば

み
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
『
認
知
症
』
で
す
。
い
ま
や
老
後

の
最
大
の
不
安
と
な
り
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
よ
う
と
す
る
日
本
に
と
っ

て
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

＊ 
認
知
症
の
ケ
ア

　

認
知
症
の
人
が
記
憶
障
害
や
認
知

障
害
か
ら
不
安
に
陥
り
、
そ
の
結
果

ま
わ
り
の
人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
家
族

が
疲
れ
き
っ
て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
周
囲
の
理
解
と
気
遣
い
が
あ
れ

ば
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え
あ
い

が
不
可
欠
で
す
。
誰
も
が
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
手
だ
て

を
知
っ
て
い
れ
ば
『
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
』
を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
認
知
症
を
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く

見
守
り
、
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
一
人
で
も
増
や
し
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
市
民
の
手
で
展
開
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
一
〇
〇
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

本
町
で
も
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
ワ
チ
ャ
島
・
我

が
家
で
一
日
で
も
長
く
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

１
回
目
と
し
て
認
知
症
介
護
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

『
認
知
症
介
護
教
室
」

　

最
近
、
男
性
の
介
護
者
も
増
え
て

い
ま
す
。
1
人
で
抱
え
込
ま
な
い

で
、
い
っ
し
ょ
に
学
ん
だ
り
、
お
話

を
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護

者
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

参
加
申
し
込
み
… 

す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
・
11
月
5
日
（
木
）
ま
で

「
心
の
健
康
」

心
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

  　

ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
の
不
調
、
介

護
や
育
児
、
職
場
・
家
庭
・
地
域

の
人
間
関
係
、
経
済
的
問
題
、
大
切

な
人
や
物
を
失
う
体
験
な
ど
様
々
で

す
。
人
に
話
し
た
り
、
熱
中
で
き
る

　

趣
味
を
も
っ
た
り
、
自
分
に
合
う

解
消
法
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
気
分
が
沈
む

 

・
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

 

・
不
眠
が
続
く

 

・
仕
事
の
能
率
が
上
が
ら
な
い

 

・
決
断
が
下
せ
な
い

な
ど
が
あ
る
方
は
、
う
つ
病
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
か
か
り
う

る
病
気
で
、
早
め
の
治
療
と
休
養
が

大
切
で
す
。

周囲の人達も気がついたら、相談窓口や医療
機関への相談や受診をすすめましょう。
【相談窓口】
●精神保健福祉センター（099-255-0617）
●大島支庁地域保健福祉課（57-7243）
●こころの電話（099-255-0797,7974）
●いのちの電話（099-250-7000）
●すこやかセンター（65-3522）

日　時・場　所 内　容

11月 7日（土）

13時 30 分〜 15 時 30 分

（すこやかセンター）

＊	認知症とは？診断

や治療

＊		利用できる制度

11月 14 日（土）

13時 30 分〜 15 時 30 分

（志戸桶構造改善センター）

＊	グループホーム見学

＊	認知症のケア
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検
の

お
願
い

　

浄
化
槽
法
で
は
適
正
な
使
用
、
保

守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持

管
理
に
よ
る
環
境
保
全
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
で
、
知
事
が
指
定
し
た

検
査
機
関
で
あ
る
（
財
）
鹿
児
島
県

環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
員
が
事

前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た
検
査
日
に

お
伺
い
し
、
現
場
で
の
検
査
と
浄
化

槽
の
放
流
水
を
採
水
し
持
ち
帰
っ
て

水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
地
元
の

保
守
点
検
業
者
行
う
保
守
点
検
と
は

別
の
も
の
で
す
。） 

今
年
度
に
お
い

て
も
昨
年
度
に
使
用
開
始
検
査
を
し

た
浄
化
槽
と
こ
れ
ま
で
定
期
検
査
を

受
け
て
い
な
い
浄
化
槽
に
つ
い
て
順

次
検
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を

希
望
さ
れ
る
方
へ
】

　

本
町
で
は
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
施
設
と
と
も
に
生
活
雑
排
水

処
理
施
設
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
補
助
枠
に
ま
だ

余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
水
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
65
︲
１
１
１
１
（
内
線
78
）

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査
（５〜 10 人槽）

４，０００円 ６，０００円

（財）鹿児島県環境検査センター
ＴＥＬ　０９９−２２３−３１８５

  

つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
受
検
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

10月１日は浄化槽の日

裁判員制度〜まもなく名簿記載通知を発送します！

☆裁判員制度実施２年目に向けて

　本年５月 21 日から裁判員制度が始まり、これまで円滑に実施されています。平成 22 年分の裁判員候補

者名簿についても、全国の地方裁判所で昨年と同様に作成されます。

☆裁判員候補者名簿記載通知について

　裁判員候補者名簿に登録された方には、本年 11 月に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通知）をお

送りします。この通知は、来年２月ころから平成 23 年２月ころまでの間に裁判所にお越しいただき、裁判

員に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためにお送りするも

のです。

　また、裁判員候補者の方の事情を早期に把握しご回答の内容により、明らかに辞退が認められる場合等に

裁判所にお越しいただくことのないようにして、裁判員候補者の方々のご負担を軽減するために調査票をお

送りします。調査票のいずれの項目にも当てはまらない方は、返送は不要です。

　なお、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた場合には、具体的な裁判の日程を前提に、

あらためて辞退のご希望をうかがいます。

〜ご理解とご協力をお願いします〜

　これからも裁判員制度ウェブサイトなどで様々な情報をお伝えしていきますので、

是非とも裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。

　裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts .go. jp/
　　※辞退を申し出ることができる事由など裁判員制度の詳しい情報はこちらへどうぞ
　裁判所ウェブサイト　http://www.courts .go. jp/
　　※各地の裁判所のウェブサイトへは、こちらのサイトよりどうぞ
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 消費者ホットライン

検索

消費者ホットライン
〜鹿児島県　平成21年 11月上旬開設〜

　消費生活における各種トラブルに直面した際に、お近くの相談窓口の連絡先がわからない場合でも、
消費者ホットラインに電話をかけると、その解決のための助言やあっせんを行う消費生活センターなど
の相談窓口（注 1）に年末年始を除いて毎日つながります。

消費者ホットラインとは？

（注１：自治体により市区町村の消費生活センターや相談窓口、もしくは都道府県の消費生活センターへつながります。）

消費者ホットライン
0570-064-370

守ろうよ、みんなを！

Ｑ．身近な相談窓口って、どこ？
①基本的には、市区町村の消費生活センターや消

費生活相談窓口につながります。

②消費生活相談窓口が設置されていない市区町村

は、都道府県の消費生活センターにつながります。

※自治体によっては、接続先を市区町村の窓口か、

都道府県の消費生活センターにするか選択でき

る方式を採用しているところがあります。

※自治体によっては、市区町村の窓口の受付時間

外に都道府県の消費生活センターにつながる方

式を採用しているところがあります。

Ｑ．身近な相談窓口って、どこ？
◎相談窓口で受け付けられる相談

・悪質商法による被害、訪問販売・通信販売等

における事業者とのトラブル

・産地の偽装、虚偽の広告など不適切な表示に

伴う事業者とのトラブル

・安全性を欠く製品やエステティックサービス

による身体への被害　など

◎相談窓口で受け付けられない相談 
　・行政の対応に対する不満や要望（行政相談） 

　・職場での不当な解雇（労働問題） 

　・工場の汚水排出による環境事故（公害）　など

※生命・身体に重大な危害を受けた場合、又はそ
の危険が切迫している場合などは、まずは、警
察・消防にご連絡ください。

Ｑ．いつでも相談できるの？
①市区町村、都道府県、国民生活センターいずれ

かの窓口が対応することにより、年末年始を除

いて毎日ご利用いただけます。

②身近な相談窓口が受付時間外（注１）の場合や相

談窓口の回線種別によっては、本ダイヤルはご

利用できません（注２）。 

（注１）受付時間は相談窓口ごとに異なります。

（注２）ガイダンスにより受付時間及び連絡先のご

案内をします。

Ｑ．この番号にかけないと相談できないの？
　身近な相談窓口や消費生活センターの電話番号

をご存知の場合や既に継続して相談をしている場

合には、そちらの電話番号へおかけください。 

　１回で相談が終わらなかった場合は、次回から

はご相談された窓口の電話番号へおかけください。

※ＰＨＳ、ＩＰ電話、ひかり電話の一部はご利用できません。
消費者ホットラインに関するお問い合わせ先　☎０３- ３５０７- ９１７４ 消費者庁
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　町内・町外（但し、優先順位があります）の事業所や店舗などをお持ちの皆さま、
町の「広報きかい」に広告を掲載して会社やお店のＰＲをしませんか。
　町民や全国の広報愛読者や公共機関などを中心とした対象者への宣伝媒体として最
適です。サービスや商品の紹介など、販売促進や集客にご利用ください。
　また、同窓会などの周知にもご利用できます。

お申し込みは、

町役場・企画課

0997-65-1111
広告のページ

行政相談週間 
10 月 19 日（月）〜 25 日（日）

◆ 行政などについて困っていることや分からないらないことを、行政相談委員に相談してみませんか。当
町では、行政相談委員（園田直樹さん）が、普段から国の行政などについて、自宅や電話で相談に応じ
ています。この度、行政相談週間行事の一環として、次のとおり行政相談所を開設します。相談は無料、
秘密は守られます。

日　時：����平成 21 年 10 月 25 日（日）

� 午前 10 時から午後３時まで

場　所：役場研修室（正面玄関から奥へ）

【行政相談委員：園田直樹さん（喜界町赤連 2400 番地）TEL：65 − 3663】

ど     んな事でも相談できるの？
　・医療や年金などの福祉に関すること。
　・危険箇所や標識、ロードミラーなどの道路に関すること。
　・郵便ポストが遠く不便なので、近くに設置して欲しい。等々、なんでも OK ！
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（平成 21 年 10 月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,740 戸 （ △ 3 ）

人 口   ・・・・・ 8,153 人 （ △ 5 ）

男   ・・・・・ 3,923 人 （ △ 6 ）

女   ・・・・・ 4,230 人 （ 　 1 ）
（　）は前月比

【出生４、死亡 11、転入 20、転出 18】

地
上
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）
説
明
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い
て

　平成 23 年（2011 年）７月 24 日から、地上テレビ放送がデジタル放送に完全移行することに伴い、
鹿児島県テレビ受信者支援センターによる、地上デジタル放送の説明会を開催します。
　内容は、①なぜ地デジに変わるのか、いつ変わるか　②どうしたら地デジが見られるか　③地デジの
魅力、リモコン操作方法などです。

校 区 名 日 　　　程 時　　　 間 会　　　場　（定員）
１ 坂 嶺 11 月 5 日（木） 午 前 1 0 : 0 0 〜 坂嶺生活館 (50 名 )
２ 滝 川 11 月 5 日（木） 午 後   2 : 0 0 〜 滝川公民館 (50 名 ) 
３ 荒 木 11 月 6 日（金） 午 前 1 0 : 0 0 〜 荒木公民館 (50 名 ) 

４ 上 嘉 鉄 11 月 6 日（金） 午 後   2 : 0 0 〜
午 後   5 : 3 0 〜 上嘉鉄地区振興ｾﾝﾀｰ (100 名 )

５ 阿 伝 11 月 7 日（土） 午 前 1 0 : 0 0 〜 阿伝公民館 (50 名 )

６ 早 町 11 月 7 日（土） 午 後   2 : 0 0 〜
午 後   5 : 3 0 〜 早町地区振興ｾﾝﾀｰ (50 名 )

７ 湾 11 月 ９日（月）
午 前 1 0 : 0 0 〜
午 後   2 : 0 0 〜
午 後   5 : 3 0 〜

喜界町中央公民館 (150 名 )

８ 志 戸 桶 11 月 10 日（火） 午 前 1 0 : 0 0 〜 東部地区構造改善ｾﾝﾀｰ (100 名 )

９ 小 野 津 11 月 10 日（火） 午 後   2 : 0 0 〜
午 後   5 : 3 0 〜 神宮地区公民館 (50 名 )

※ 説明会はおよそ 1 時間です。お近くの会場にお越しください。
【問合せ先】　鹿児島県テレビ受信者支援センター� ☎０９９−８１２−８００１
� または�喜界町役場�役場企画課� ☎６５−１１１１（内線23）
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北アメリカ大陸原産でキク科の一年草。夏の暑さや乾燥に強
く丈夫であり、密生するために雑草対策や観葉植物として

栽培される。直径２ｃｍ弱の黄色く可憐な花をたくさん咲かせ
るため「ミリオンゴールド」の別名もある。写真は、城久集落
バス停のそばに咲いた滝川小花壇の “こぼれ種 ” から “ おすそ分
け ”された花である。
　花ことばは「元気」。

中南米原産でオシロイバナ科のツル性低木。和
名はイカダカズラ（筏葛）。18 世紀フランス

の探検家であり軍人 ･数学者でもあるブーガンヴィ
ル伯爵の功績を讃えて名付けられた（発見者ではな
い）。
　花びらに見えるものは変色した葉であり、実際の
花は、写真のとおり色付きの葉に包まれて白く小さ
く咲いている。
　原種の葉の色は赤であったが、現在では品種改良
により白、紫、黄、橙など多彩。年間をとおして鑑
賞でき、ハイビスカスと並ぶ奄美 ･沖縄を代表する
花である。
　花ことばは「魅力あふれる」「薄情」。

メランポジウム

ブーゲンビリア

中国中南部原産でギョ
リュウ科の落葉小高

木。楊貴妃も愛でたとの言い
伝えがあり、日本には江戸中
期に持ち込まれたといわれ
る。成長すると柳のように枝
垂れることからこの名が付い
た。とはいえ、葉や幹からは
見慣れたモクマオウを連想し

てしまう。事実、両者に近縁関係はないものの、モクマオウの
別名は「トキワギョリュウ」である。
　潮風や乾燥に強く、挿し木でも容易に成長し、大変生命力の
強い樹木である。
　花ことばは「犯罪」。（花ことばはイメージのよい言葉に置き
換えられているが、ギョリュウはまだ未変更のようである）

ギ
ョ
リ
ュ
ウ
（
御
柳
）


